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本
書
は
、
イ
タ
リ
ア
と
日
本
の
外
務
省
に
注
目
し
、
枢
軸
か
ら
同
盟
へ
と

向
か
う
対
外
政
策
の
形
成
過
程
を
描
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
等
身
大
の
職

業
外
交
官
の
軌
跡
と
と
も
に
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
政
治
体
制
と
構
造
の
特
徴

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
く
。
 

 
一
九
三
〇
年
代
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
イ
タ
リ
ア
、
日
本

の
三
国
は
、
自
分
た
ち
を
「
も
た
ざ
る
国
」
で
あ
る
と
称
し
、
イ
ギ
リ
ス
を

は
じ
め
と
す
る
「
も
て
る
国
」
に
対
抗
し
て
、
領
土
の
再
分
割
を
要
求
し
た
。

三
国
は
、
反
共
主
義
と
反
自
由
主
義
、
修
正
主
義
、
反
国
際
連
盟
と
い
う
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
を
共
有
し
、「
新
地
中
海
帝
国
」、「

大
東
亜
共
栄
圏
」
、「

東
方
生

存
圏
」
の
建
設
を
掲
げ
る
。
そ
も
そ
も
三
国
間
の
共
通
権
益
が
希
薄
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
相
互
の
不
信
と
偏
見
、
独
断
的
な
行
動
が
多
か
っ
た
。
イ
ン

ド
へ
の
道
に
あ
た
る
地
中
海
で
は
イ
タ
リ
ア
、
ア
ジ
ア
で
は
日
本
、
そ
し
て

対
岸
の
大
陸
で
は
ド
イ
ツ
と
い
う
よ
う
に
、
三
つ
の
脅
威
に
直
面
し
て
い
た

の
が
イ
ギ
リ
ス
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
も
、
三
国
間
の
齟

齬
と
懸
隔
、
内
部
抗
争
、
対
英
交
渉
が
破
綻
し
た
末
の
「
不
承
不
承
の
同
盟
」

だ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
 

 
本
書
は
さ
ら
に
踏
み
込
み
、
三
国
の
共
通
点
と
類
似
点
、
結
合
点
に
考
察

が
及
ん
で
い
る
。
三
国
間
に
は
対
立
と
相
違
が
あ
り
、
対
英
交
渉
か
ら
枢
軸

離
反
を
は
か
ろ
う
と
し
た
「
に
も
か
か
わ
ら
ず
」
以
降
の
文
脈
の
分
析
に
力

点
を
置
い
て
い
る
。
な
ぜ
三
国
は
結
合
し
た
の
か
、
こ
の
問
い
に
答
え
る
た

め
の
鍵
と
な
る
の
が
政
策
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
著
者
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
・
イ

メ
ー
ジ
、
パ
ラ
レ
ル
・
イ
メ
ー
ジ
、
ミ
ラ
ー
・
イ
メ
ー
ジ
に
類
型
化
し
、
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
、
現
実
主
義
、
政
策
決
定
過
程
に
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
対
応
さ
せ

て
考
察
し
て
い
る
。
枢
軸
国
は
、
一
九
三
七
年
を
通
じ
て
国
際
連
盟
へ
の
対

抗
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
顕
在
化
さ
せ
（
カ
ウ
ン
タ
ー
・
イ
メ
ー
ジ
）、
膨
張
の
目
的

と
方
法
が
過
激
化
し
、
三
国
間
で
軍
事
行
動
の
連
鎖
が
起
こ
り
（
パ
ラ
レ
ル
・

イ
メ
ー
ジ
）、
自
国
内
の
対
立
を
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
投
影
さ
せ
て
（
ミ
ラ
ー
・
イ
メ

ー
ジ
）、

イ
ギ
リ
ス
の
宥
和
を
期
待
し
た
。
日
本
と
イ
タ
リ
ア
に
共
通
す
る
の

は
、
君
主
、
首
相
、
外
相
、
外
務
省
、
軍
と
連
な
る
権
力
構
造
が
閉
鎖
的
で

あ
り
、
行
動
主
体
の
相
互
間
で
抑
制
と
均
衡
が
保
て
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
た
め
政
策
の
形
成
が
場
当
た
り
的
、
突
発
的
に
な
り
、
膨
張
の
エ

ス
カ
レ
ー
ト
と
と
も
に
構
造
自
体
が
破
綻
し
、
枢
軸
同
盟
化
を
抑
制
す
る
機

能
を
失
っ
た
。
 

 
枢
軸
外
交
に
関
す
る
日
本
の
先
行
研
究
で
は
、
イ
タ
リ
ア
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

は
過
小
評
価
さ
れ
て
き
た
、
も
し
く
は
日
独
関
係
に
よ
っ
て
覆
い
隠
さ
れ
て

き
た
と
い
う
感
が
あ
る
。
対
英
関
係
も
枢
軸
外
交
を
論
じ
る
上
で
必
要
不
可

欠
な
要
素
と
な
る
が
、
や
は
り
付
随
的
な
記
述
に
留
ま
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

研
究
状
況
が
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
い
る
中
で
、
イ
タ
リ
ア
と
対
英
関
係
と
い

う
視
点
を
中
心
と
し
て
枢
軸
外
交
を
描
き
出
し
た
本
書
の
意
義
は
大
き
く
、

方
法
論
に
つ
い
て
も
革
新
を
試
み
て
い
る
。
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「
戦
士
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
」
が
台
頭
し
た
時
代
、
社
会
に
蔓
延
し
て
い
た
閉
 

塞
感
と
世
代
間
の
懸
隔
は
、
我
々
が
直
面
し
て
い
る
問
題
で
も
あ
る
。
「
強
 

い
リ
ー
ダ
ー
」
と
「
決
め
ら
れ
る
政
治
」
を
待
望
す
る
世
論
も
記
憶
に
新
し
 

い
。
問
題
を
為
政
者
個
人
に
還
元
す
る
の
で
は
な
く
、「
強
い
リ
ー
ダ
ー
」
 

を
支
持
す
る
側
、
「
決
め
ら
れ
る
政
治
」
に
よ
っ
て
閉
塞
感
を
打
ち
破
り
、
 

自
分
た
ち
の
満
た
さ
れ
な
い
思
い
を
解
消
し
よ
う
と
す
る
構
造
に
目
を
向
け
 

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
本
書
に
は
、
当
時
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
の
中
に
今
日
 

の
政
治
的
課
題
を
逆
照
射
し
よ
う
と
い
う
著
者
の
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
中
村
綾
乃
）
 

  


